
 

小さいことを積
つ

み重
かさ

ねるのが、とんでもないところへ行
い

く 

ただひとつの道だと思っています。【イチローの名言】 

 

校長 小池 和秀 

  

1911年。アムンセンとスコットという二人の冒険家
ぼうけんか

が、

前人
ぜんじん

未踏
み と う

の南極点
なんきょくてん

への一番乗りをかけた競争
きょうそう

を始
はじ

めま

した。アムンセンはノルウェーの代表
だいひょう

として国旗
こ っ き

を南極

点に掲
かか

げたいと願
ねが

い、スコットもイギリスの威信
い し ん

をかけて

共
とも

にスタートしました。ベースキャンプから南極点まで

往復
おうふく

距離
き ょ り

は約２，２５３km。札幌
さっぽろ

から沖縄
おきなわ

間の距離とほぼ

同じです。アムンセンもスコットも、極寒
ごっかん

の厳
きび

しい気象
きしょう

条件
じょうけん

の中、踏破
と う は

しようと燃
も

えていました。経験
けいけん

や 食 糧
しょくりょう

・

物資
ぶ っ し

、構成
こうせい

するサポートチームについても二人の条件
じょうけん

は

ほぼ同じでした。 

 ただし、二人のアプローチには違
ちが

いがありました。スコットのチームは、天候
てんこう

の良
よ

い日は、できるだけ

長い距離を進み、悪
あく

天候の日には休養
きゅうよう

してエネルギーを温存
おんぞん

する作戦
さくせん

でした。一方
いっぽう

のアムンセンは、気象
きしょう

条件
じょうけん

に関
かか

わらず、毎日
まいにち

きっかり３２km 進むことで、日々一定
いってい

の前進
ぜんしん

を果
は

たす綿密
めんみつ

な計画
けいかく

を守
まも

るようチー

ムに指示
し じ

を出しました。もっと長い距離を進むことができる温暖
おんだん

な晴天
せいてん

の日にも、アムンセンのチームは

翌日
よくじつ

のためにエネルギーを温存し、毎日決めた距離だけを進むことにこだわりました。 

結果
け っ か

どちらのチームが、南極点にたどり着いたでしょうか。 

12 月 14日、アムンセンのチームは、南極点に到着したのち無事
ぶ じ

に基地
き ち

に戻
もど

ってきました。しかし、ス

コットのチームは、復路
ふ く ろ

の途中
とちゅう

で遭難
そうなん

してしまいました。良い結果を収
おさ

めたのは、毎日一貫
いっかん

した行動を取

り続けたアムンセンのチームでした。それはなぜでしょうか。「習慣
しゅうかん

が人を作る」からです。 

どんなに小さなことでも、昨日
き の う

の努力
どりょく

は必ず今日
き ょ う

の進歩
し ん ぽ

につながります。何もしない自分にうんざりす

るのではなく、小さくとも一歩確実
かくじつ

に進めることで１年後に見える景色
け し き

は大きく変わってくることでしょ

う。 

もう一つ例
れい

を挙
あ

げます。厚
あつ

さ 0.1mmの折
お

り紙を４２回折ると月に到達
とうたつ

します。これは嘘
うそ

みたいな本当
ほんとう

の

話です。 

0.1mm の紙を１０回折ると 10cm の高さに、２５回折ると富士山と同じ高さになります。３５回折ると

日本列島
れっとう

の長さ。そして４２回目には約４４万 kmとなり、地球から月へはおよそ３８万 kmなので、その

厚
あつ

さは月へと到達することになります。 

実際
じっさい

にやってみると６回折ったところでそれ以上は折れなくなるので、あくまで机上
きじょう

の計算
けいさん

にはなりま

すが…。 
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６月２日（水）～３日（木）、６年生は佐渡への修学旅行でした。砂金採り、太鼓体験、たらい

舟乗り、イカ裂き体験など、佐渡ならではの様々な体験を通して、佐渡の自然・歴史・伝統と触れ

合うことができました。また、２日間、友達と共に活動することによって、友情の絆を深めること

もできました。小学校生活の中で、また１つ忘れられない大きな思い出ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

６月２２日（火）に、２年生の音楽発表がありました。「メッセージ」「かっこう」「小犬のビン

ゴ」「にじ」の４曲を発表しました。振りを付けて楽しく歌ったり、演奏したりしました。最後に

は、今月の歌「にじ」を全校で合唱しました。コロナ禍ということもあり、マスクを付けての発表・

全校合唱でしたが、明るい歌声が体育館に響きました。音楽発表に、多くの２年生保護者様よりお

越しいただきました（新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、発表学年の保護者のみ参観可

能としています）。大変ありがとうございました。 

次回の音楽発表は、７月１４日（水）午前 8:15～8:30（熱中症予防のため、午前に行います）

です。発表学年は、４年生です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

６月１０日（木）に、４年生は総合的な学習の時間の活動として、竹の工作教室を行いました。

田上町の「あじさい塾」の皆様から、竹ぽっくりや一輪挿しの作り方を教えていただきました。子

どもたちは、直径が１０センチメートルほどもある竹をのこぎりで慎重に切りました。切った竹を

すいすいと加工し、道具として生まれ変わらせるあじさい塾の皆さんの技術にも驚いた様子でし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

６月１８日（金）に、３年生が梅ジュース作りに挑戦しました。６月７日（月）に梅畑で梅もぎ

体験をした３年生の子どもたち。広口ビンに、梅もぎで収穫した梅、砂糖、りんご酢を入れたら仕

込み完了です。町の保健福祉課の方からご指導いただきながら楽しんで作ることができました。最

後に、田上町キャラクター「田上レンジャー」の「うめ子」と一緒の記念撮影。梅ジュースの出来

上がりは、７月ごろだそうです。楽しみですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校では、子ども一人一人が自分用のタブレットを持ち、学習に活用

しています。学習支援動画の視聴、インターネットを用いた情報収集、

写真・動画撮影による記録、資料や作品の制作、デジタル教材を用いた

学習など、様々な活用方法で学習を進めています。情報化社会に生きる

子どもたちが、タブレットを「文房具の一つ」として活用していくこと

ができるように、授業の工夫をこれからも続けます。 

 



  

 

 

 

 

 

 図画工作の時間に取り組んできた作品の展示です。工作展期間中の７／７（水）～７／９（金）

は、個別懇談会期間でもあります。懇談前や懇談後などのお時間のあるときに、子どもたち一人一

人の個性が表れた作品をどうぞご覧ください。    

学年 作品名 展示場所 

１年 はこでつくったよ １階 １，２年多目的室 

２年 くしゃくしゃ ぎゅっ ２階 図工室 

３年 空きようきのへんしん ２階 ３年多目的室 

４年 おもしろ だんボールボックス ２階 ４年多目的室 

５年 ホワイトボード伝言板 ３階 ５年多目的室 

６年 未来の私 ３階 ６年多目的室 

 

 

 

 春に比べ、天気がよい日が多くなり、自転車に

乗る機会が増えてきました。転倒や交通事故のリ

スクに備えるために、ヘルメットの着用をお願い

します。警視庁ホームページに、「自転車死亡事故

の約７割が頭部に致命傷を負っています」という

報告がありました。 

また、自転車の安全点検を子どもと一緒に行っ

てください。左図「ブタはしゃべる」を参考にし

てください。 

 

〈７月の予定〉  

１日（木）工作展～7/9（金） 

２日（金）学習参観日 

読み聞かせ 

６日（火）全校朝会 

委員会活動 

諸費口座引落日 

たけのこ週間 
（田上町アウトメディアウィーク 

～7/10（土）) 

７日（水）～９日（金） 

      個別懇談会 

全校４時間授業 
 

１０日（土）６年生学年ＰＴＡ行事 

      （きもだめし） 

１２日（月）地区子ども会 

      集団下校 

１３日（火）児童朝会 

     クラブ活動 

１４日（水）４年生音楽発表 

１５日（木）スクールカウンセラー勤務日 

読み聞かせ 

１６日（金） 

～２０日（火） 全校４時間授業 

２０日（火）給食最終日 

２１日（水）１学期終業式 

２６日（月）夏季休業開始～8/26（木） 

 


